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クアハウス岩滝

与謝野駅



1．与謝野駅整備事業について
　与謝野駅改修に係る予算は、令和7年3月議会で設計予算が承認されたが「全町民が応援したく
なるような地域づくり計画と駅舎改修となるよう計画策定と事業実施体制の範囲を広げ、夢と希望
あるものにすること」という付帯決議が可決された。この決議は駅改修により地域が活性化するた
めに、しっかりとしたコンセプトが必要で、必要なら駅舎の運営方法や運営主体、運営費用も含め
町が方針を示し、広く町民の意見を聞いたうえで、駅前広場と駅舎改修をするべきということを求
めたものであり、駅舎改修のみ意見を聞くことを求めたものではない。
　今議会で説明された与謝野駅整備事業スケジュールでは、住民意見を聞くワークショップ開催が
6月から9月となっており、駅前広場工事の実施設計は6月入札となっている。これでは駅前広場改
修は住民意見を聞かずに進められることになる。議会として駅前広場改修も駅舎改修も住民意見を
聞いたうえで、工事設計に入ることを、再度明確にするために決議するものである。

2．クアハウス岩滝の指定管理者募集について
　クアハウス岩滝の指定管理者募集が令和7年6月から7月に、行われることが今議会で説明された。
町内全小学校の水泳授業もクアハウスに委託して実施することも説明された。指定管理者申請条件
には、他市町村の小学校プール授業の業務委託実績を複数有することになっているが、クアハウス
岩滝条例には学校プール授業は、業務内容に規定がないことの説明もあり、学校プール授業は別途
契約となり、委託料は2千万円程度という見通しも説明された。これまでの経過では、クアハウス
岩滝は売却という方向性も示されており、整理すべき問題点がある。しっかりとした町方針を見出
したうえで、指定管理者募集をしないと混乱することになる。整理すべき以下の点を列記する。

　1．クアハウスの運営について、指定管理のみで協議検討されている。またプール授業についても、
全面委託のみで協議検討されている。どちらも他の運営方法についての協議検討が必要であり、
その結果を明確にして進めるべきである。

　2．施設利用の用途変更や追加がある場合は、条例の変更・項目追加をして業務内容に加えるべき
である。

　3．学校プール授業は将来にわたって必須である。民間への売却や指定管理者の変更等、先のプー
ル授業が見通せない運営では同意できない。

　4．説明された指定管理料年間約4千万円や、学校プール授業の委託料予定額約2千万円について、
適切な金額なのかどうか精査が必要である。最小限の費用にするための協議が必要である。

　5．指定管理者申請条件に、プール授業実績を入れることについて、説明された委託が適切なのか
現時点で判断できない、したがってこの段階で申請条件にすることは適当でない。町が考えてい
る進め方では、プール授業委託料約2千万円は、指定管理料の上乗せとの疑念が生じる。

　以上、与謝野駅整備事業、クアハウス岩滝指定管理者募集について、次期議会では遅いので今議
会で意思を示すために決議する。

野村　生八（日本共産党与謝野町議員団）
議会の政策提言としての決議

のむら しょうはち

賛成討論

政策提言ができる議会へ

反対討論

杉上　忠義
すぎがみ ただよし

〔町からの説明〕
○現在は、町の直営で運営してきたが、来年からは指
定管理者制度で民間に運営を委託する。
○学校の水泳授業は、令和8年から全校をクアハウス
岩滝で行う。
○指定管理者に申請できる事業者は複数以上の水泳授
業の経験があること。
○水泳授業はクアハウス運営の条例になく、指定管理
の事業には含まず、決まった指定管理事業者に別途
委託をする。予算は2,000万円程度。
○民間に売却することは、今後も検討する。

〔議員からの意見〕
○学校の水泳授業を行うのなら、条例を改正してクア
ハウスの事業に加えるべきだ。
○水泳授業の経験のある事業者を募集しながら、指定
管理事業に水泳授業が入っていないのは納得できな
い。
○条例改正をした後に、水泳授業も含めた指定管理の
募集を行うべき。
○水泳授業を行うのなら、売却はあり得ない。
○クアハウス岩滝のプールを使い、水泳授業は引き続
き学校が行えば、予算は必要ないはずだ。

特集・議員発議特集・議員発議 賛成12
反対　2

可 決

与謝野駅改修の進め方、
クアハウス岩滝の指定管理者募集に係る決議

クアハウス岩滝
指定管理者募集の説明
産業建設環境常任委員会、議員全員協議会より

　反対討論で、与謝野町議会では提案がされ
ていないという趣旨の意見があった。しかし、
各委員会、全員協議会、本会議で各議員が様々
な提案をされている。
　またこの決議が、クアハウス岩滝を応援し
ないかのように言われた。全く逆で、クアハ
ウス岩滝をいかにして住民福祉向上の施設と
して、行政がしっかり運営していけるのか。
その内容を議会に報告もして、賛同が得られ
るようにする必要がある。応援をできないと
いうことが決議にあるということは全くない。

　地方議会の決議とは、議会の意思を対外的
に表明するために行う議決。法的根拠はない。
5市 2町の議員研修会で「議会の提言」を行っ
ていない与謝野町議会と指摘を受けた。議会
は町の将来に対する意思表明・要望のあり方
を変革していく必要がある。いい例として宮
津市議会の委員会を中心とした議会運営があ
る。常任委員会は、市長に対して「政策提言」
を行っていき、市の政策に反映させている。
本町議会も「課題解決」ができる議会へと進
化させる必要がある。今回の決議に反対する。

駅 資料室

クアハウス岩滝玄関

3 2※ 原稿はすべて本人が提出しています。



【
６
月
定
例
会
の
よ
う
す
】

　
6
月
定
例
会
は
、
6
月
4
日
か
ら
26
日
の
23
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
閉
会
し
た
。

　
主
な
議
案
は
、
各
委
員
の
選
任
や
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
の
議
案
事
項
24
件
、

議
員
発
議
1
件
等
で
あ
っ
た
。
当
初
予
算
が
3
月
に
採
決
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
大
き

な
変
更
点
も
な
く
全
議
案
可
決
さ
れ
た
。
議
員
発
議
は
、
与
謝
野
駅
改
修
の
進
め
方
、

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
指
定
管
理
者
募
集
に
係
る
決
議（
案
）が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

問　

三
河
内
と
石
川
の
学
童

施
設
は
、
古
く
て
改
修
が
必

要
と
指
摘
し
て
き
た
。

　

新
た
に
建
設
す
る
予
算
1

億
1
千
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。

　

学
童
保
育
は
、
異
年
齢
で

の
外
遊
び
が
大
事
だ
が
、
三

河
内
で
は
、
三
ツ
葉
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
使
え
る
の
か
。

社
教
課
長　

指
導
員
か
ら
も

外
遊
び
が
有
効
と
聞
い
て
お

り
、三
ツ
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
町

が
管
理
し
、外
遊
び
を
す
る
。

問　

Wi-

Fi
は
使
え
る
の
か
。

社
教
課
長　

宿
題
を
す
る
の

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要
な

ど
、
Wi-

Fi
環
境
は
整
備
し

た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い

る
。
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
だ
と
、

7
学
童
施
設
の
合
計
で
1
千

万
円
必
要
。
大
き
な
課
題
と

し
て
い
る
。

問　

新
し
く
施
設
を
つ
く
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
方

針
を
決
め
、
建
設
時
に
設
置

す
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長　

形
式
、
財
政
な
ど

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

紙
の
受
給
者
証
い
ら
な

い
か

問　

情
報
連
携
基
盤
と
は
。

保
健
課
長　

老
人
医
療
、
福

祉
医
療
、
子
育
て
支
援
医
療

の
3
つ
の
医
療
制
度
の
資
格

情
報
を
、
自
治
体
と
医
療
機

関
で
連
携
す
る
た
め
の
も

の
。

問　

こ
れ
に
よ
り
紙
の
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
く
必
要
が

な
い
と
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
は
、
今
も
窓
口
で
エ
ラ
ー

が
出
て
い
る
。
紙
の
保
険
証

も
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

保
健
課
長　

現
時
点
で
は
整

理
で
き
て
い
な
い
。
今
後
必

要
で
あ
れ
ば
対
処
す
る
。

問　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
に
は
、
紙
の
受
給

者
証
は
、発
行
し
な
い
の
か
。

引
続
き
発
行
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

保
健
課
長 

決
定
し
て
な
い
。

問　

年
収
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
の
対
応
で
、
国
の
税
制

大
綱
で
明
記
さ
れ
、
所
得
税

１
０
３
万
円
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地

方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
町

民
住
民
税
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
減
収
は
い
く
ら
に

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る

か
。

住
税
課
長　

特
定
親
族
（
19

歳
か
ら
23
歳
未
満
）
の
大
学

生
等
に
関
す
る
特
別
控
除
創

設
に
係
る
町
民
税
減
収
額
が

約
30
万
円
、
給
与
所
得
控
除

の
最
低
保
証
額
の
見
直
し
に

係
る
町
民
税
減
収
見
込
額
が

5
百
万
円
。
同
一
生
計
配
偶

者
、
扶
養
親
族
の
前
年
所
得

要
件
及
び
ひ
と
り
親
の
生
計

を
一
に
す
る
子
の
、
合
計
所

得
の
見
直
し
に
係
る
町
民
税

町
民
住
民
税
の
減
収
は
多
額

ひ
ろ
ゆ
き

和
田
裕
之

わ
　
だ

新
た
に
学
童
保
育
の
施
設
建
設

野
村
生
八

の
む
ら
し
ょ
う
は
ち

問　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
農

業
法
人
が
購
入
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
農
家
数

減
少
が
影
響
か
。
米
価
高
騰

は
農
家
数
が
15
年
で
１
／
３

に
な
っ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の

要
因
。町
農
家
数
の
減
少
は
。

農
環
課
長　

農
業
共
済
資
料

で
は
5
年
間
で
87
戸
の
減
。

問　

再
生
産
可
能
な
米
価
は

ど
れ
だ
け
と
考
え
て
い
る

か
。

農
環
課
長　

生
産
規
模
に
よ

る
が
、
30
㎏
玄
米
で
2
万
円

程
度
が
必
要
。

（
議
員
提
言
）

　

消
費
者
の
求
め
は
、
5
㎏

2
〜
3
千
円
。
差
額
は
国
が

負
担
し
な
け
れ
ば
、
米
不
足

と
高
騰
は
こ
れ
か
ら
も
あ

る
。
米
は
主
食
。
市
場
ま
か

せ
に
し
て
き
た
国
の
責
任
。

再
生
産
可
能
な
米
価
を
国
で

永
島
洋
視

な
が
し
ま

ひ
ろ
み

問　

給
与
所
得
控
除
の
最
低

保
証
額
引
上
げ
と
特
定
扶
養

の
特
別
控
除
を
設
け
る
こ
と

は
、総
選
挙
結
果
を
受
け
て
、

国
会
運
営
が
有
利
に
な
る
よ

う
、
国
民
民
主
党
と
協
議
し

た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
減
収

1
千
3
百
万
円
の
財
政
補
て

ん
は
な
い
。
政
党
間
協
議
結

果
を
町
財
政
に
し
わ
寄
せ
す

る
も
の
。

町
長　

国
に
対
し
、
し
っ
か

り
と
し
た
意
見
表
明
を
行
い

た
い
。

政
党
間
協
議
の
減
収
押
付
け

永
島
洋
視

な
が
し
ま

ひ
ろ
み

問　

今
議
会
の
一
般
質
問
で

も
、
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を

訴
え
て
き
た
が
課
長
の
見
解

は
。

保
健
課
長　

個
人
の
予
防
・

重
症
化
予
防
が
メ
イ
ン
で
接

種
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。

問　

2
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が

あ
り
、
接
種
見
込
み
は
生
ワ

ク
チ
ン
を
多
く
見
込
ん
で
い

る
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ワ

ク
チ
ン
の
方
が
、
高
価
で
2

回
接
種
だ
が
持
続
効
果
や
、

色
々
な
統
計
を
調
べ
て
も
、

多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

予
算
が
足
ら
な
い
の
で
は
。

保
健
課
長　

そ
の
可
能
性
も

あ
り
、
補
正
で
対
応
す
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
重
要

ひ
ろ
ゆ
き

和
田
裕
之

わ
　
だ

税
条
例
改
正

減
収
見
込
額
が
8
百
万
円
の

合
計
千
3
百
30
万
円
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
、
親
ま
た
子
ど
も
等
の
働

き
控
え
や
人
手
不
足
問
題
の

解
決
に
は
繋
が
る
と
理
解
す

る
。
し
か
し
、
町
税
収
の
減

収
額
は
多
額
で
、
し
っ
か
り

国
に
財
政
措
置
を
求
め
る
べ

き
。

町
長　

し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
。

家城功議員が
　　監査委員を退職

　家城功議員から町長に提出された
監査委員の退職願いが、5月31日付
けで承認されました。

議会広報常任委員会
委員長に浪江秀明議員
副委員長に永島洋視議員
　　　　　　　　を選出
　安達委員長、浪江副委員長の後任
にそれぞれ選出されました。

監査委員に
　安達種雄議員を選任
　家城功議員退職に伴う新たな監査
委員に、安達種雄議員が選任されま
した。
　任期は、令和7年6月16日から令
和8年4月15日までです。

故渡邉貫治氏が
旭日単光章を受章

　渡邉貫治元議員は、平成15年4月
に岩滝町議会議員に当選されて以
来、通算13年4カ月議員として在職
されました。その間、議会副議長な
どの要職を歴任されました。
　これらの功績をたたえ、逝去に伴
いこの度の受賞に至りました。

問問

問問

問問

保
健
課
長

保
健
課
長

保
健
課
長

社
教
課
長

社
教
課
長

問問問問 保
健
課
長

保
健
課
長

農
環
課
長

農
環
課
長

教
育
長

問問

問

住
税
課
長

町
長

町
長

55 4※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

外
来
種
除
去
で
の
行
政
・
区
長
会
の
取

組
は
。

町
長　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
繁
殖
す
る
状

況
と
駆
除
の
必
要
性
、
そ
の
方
法
な
ど
を
説

明
し
各
地
域
で
の
活
動
を
お
願
い
す
る
。

問　

毎
年
広
報
よ
さ
の
5
月
号
で
広
報
さ

れ
、
今
年
は
Ｋ
Ｙ
Ｔ
放
送
前
の
動
画
で
も
発

信
さ
れ
た
。
除
去
を
高
め
る
た
め
、
1
枚
も

の
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
除
去
に
関
す
る

保
存
版
を
お
願
い
す
る
。

町
長　

Ｋ
Ｙ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、

積
極
的
に
広
報
を
し
て
い
く
。

問　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
花
が
咲
く
5
月

頃
、
繁
殖
の
多
い
場
所
（
道
路
）
の
草
刈
り

を
お
願
い
す
る
。
ま
た
除
去
の
経
験
上
、
根

株
ご
と
取
除
く
の
が
最
良
で
あ
り
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
参
加
活
動
の
施
策
を
お

願
い
す
る
。

町
長　

町
道
・
府
道
な
ど
の
草
刈
り
除
去
は

年
1
回
、
6
〜
10
月
頃
に
実
施
し
て
い
る
の

が
現
状
。

行
革
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

問　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
で
の

庁
舎
統
合
問
題
は
、
13
年
経
過
し
た
今
で
も

3
庁
分
庁
方
式
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

町
長　

新
た
な
庁
舎
を
ま
ち
の
中
心
地
に
建

設
す
る
議
論
を
令
和
7
年
度
第
3
次
総
合
計

画
の
な
か
で
策
定
し
、
令
和
9
年
度
〜
16
年

度
の
8
年
間
を
基
本
計
画
と
す
る
。

問　

住
民
健
診
の
対
象
者
は
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

30
歳
以
上
の
方
と
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
保
健
の
被
保
険
者
が
対
象
。
ま
た
、
ガ
ン

健
診
は
健
康
保
険
の
種
類
に
関
係
な
く
、
40

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る
。

問　

男
女
何
％
の
方
が
受
診
し
て
い
る
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
男
性
37
・
6

％
、
女
性
39
・
7
％
。
後
期
高
齢
者
保
健
で

は
男
性
29
・
4
％
、
女
性
21
・
2
％
の
方
が

受
診
さ
れ
て
い
る
。

問　

個
人
負
担
は
あ
る
の
か
。

町
長　

個
人
負
担
は
な
い
。
す
べ
て
無
料
で

受
診
で
き
る
。

問　

人
間
ド
ッ
ク
は
必
要
と
思
う
か
。

町
長　

費
用
負
担
が
か
か
る
が
、
多
く
の
検

査
が
選
べ
、
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
、
病
気

の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
重

症
化
予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
。

町
長　

対
象
者
に
個
別
に
案
内
文
と
申
込
書

を
送
付
し
て
い
る
こ
と
や
、
全
て
の
検
診
を

同
日
に
受
診
で
き
る
総
合
健
診
の
実
施
や
日

曜
健
診
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
な
ど
受
診
し
や

す
い
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　

本
年
の
新
成
人
の
対
象
人
数
と
出
席
者

は
何
名
か
。

町
長　

該
当
者
は
２
９
３
名
で
、
出
席
者
は

１
８
１
名
。

問　

成
人
式
は
同
級
生
が
集
ま
る
機
会
で
あ

る
要
素
も
含
め
て
、
一
生
涯
の
良
い
思
い
出

に
な
る
と
考
え
る
。
様
々
な
理
由
で
欠
席
を

選
択
す
る
参
加
対
象
者
や
、
就
職
や
進
学
な

ど
で
地
元
を
離
れ
て
い
る
方
々
は
、
現
住
所

で
の
自
治
体
成
人
式
に
出
席
す
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
欠
席
や
他
の
自
治
体
で
の
参
加
で

は
無
く
ぜ
ひ
と
も
地
元
・
与
謝
野
町
で
の
成

人
式
典
へ
の
出
席
を
希
望
す
る
。
町
長
に
伺

う
の
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
地
元
・

与
謝
野
町
で
の
成
人
式
典
へ
の
欠
席
を
考
え

て
い
る
成
人
対
象
者
の
両
親
や
家
族
な
ど
に

向
け
て
の
、
本
人
に
対
す
る
参
加
・
出
席
へ

の
説
得
を
望
む
が
。

町
長　

参
加
不
参
加
は
本
人
の
意
向
を
尊
重

す
る
こ
と
が
第
一
前
提
だ
が
、
本
年
の
二
十

歳
を
祝
う
式
典
に
お
い
て
は
参
加
率
が
62
％

弱
で
あ
っ
た
。
ぜ
ひ
と
も
与
謝
野
町
ま
で
帰

省
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
与
謝
野
町
で
生
活

し
て
い
る
方
々
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
昔
な
が
ら
の
交
友
関
係
を

共
に
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。
そ

う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
対
象
者
の
皆
様
に

対
す
る
情
報
提
供
、
あ
る
い
は
情
報
共
有
に

つ
い
て
は
今
か
ら
考
え
て
も
早
く
は
な
い
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
な
の
か
は
さ

て
お
き
、
対
象
者
の
皆
様
に
対
す
る
呼
び
掛

け
を
強
化
す
る
。

三田義幸　議員
み　た よしゆき

町政の在り方を問う町政の在り方を問う
一 般 質 問

一般質問は、定例会ごとに行われます。町政全般に
わたり、執行機関に対して、予算の執行状況や町政
の将来に対する方針などについて、説明を求め、疑
義を質すものです。質問を受ける執行機関に十分な
準備が必要なため事前通告制となっております。

浪江秀明　議員
なみえ ひであき

　田史郎　議員
ふじた しろう

根こそぎ除去を

町の健康診断 地元の成人式に参加を

広
報
よ
さ
の
や
Ｋ
Ｙ
Ｔ
で
お
知
ら
せ

A 外
来
種
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
除
去

Q問問問

問

申
込
方
法
の
工
夫
や
丁
寧
な
保
健
指
導
に
努
め
る

A 住
民
健
診
の
必
要
性
は

Q問

積
極
的
に
参
加
し
交
友
関
係
を
共
に
深
め
る
機
会
に

A 成
人
対
象
者
は
地
元
の
与
謝
野
町
式
典
へ

Q問問

町
長

町
長

町
長

問町
長

問町
長

問町
長

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

一般質問　町政の在り方を問う

7 6※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

町
が
生
ん
だ
文
学
者
「
細
井
和
喜
蔵
」

没
後
百
年
、
女
工
哀
史
出
版
百
年
の
年
に
あ

た
り
、
文
学
碑
の
設
置
と
記
念
誌
の
発
行
等

が
計
画
さ
れ
、
実
行
委
員
会
で
募
金
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
町
は
後
援
と
財
政
支
援
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

実
状
を
確
認
し
て
、
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

加
悦
は
人
口
減
特
別
対
策
を

問　

加
悦
地
域
は
郵
便
局
を
除
く
金
融
機
関

が
無
く
な
り
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
撤
退
し
た
。

今
年
度
加
悦
小
入
学
は
21
人
。
学
校
統
合
時

か
ら
59
％
も
減
っ
た
。
そ
ん
な
地
域
に
若
い

人
は
帰
ら
な
い
。
町
長
の
認
識
は
。

町
長　

人
口
減
少
は
町
全
体
の
問
題
。
今
以

上
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問　

第
3
次
総
合
計
画
の
検
討
が
始
ま
る

が
、
具
体
的
対
策
を
明
記
す
る
べ
き
。

町
長　

地
域
創
生
の
流
れ
を
組
み
込
む
こ
と

が
重
要
。

問　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
著
し
い
地
域
は

特
別
の
対
策
が
必
要
。
そ
の
地
域
に
家
を
建

て
た
場
合
、
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
、
移

住
定
住
補
助
金
を
上
積
す
る
等
の
施
策
を
考

え
る
べ
き
。

町
長　

移
住
定
住
施
策
の
発
展
で
は
、
重
要

な
視
点
。

問　

旧
加
悦
町
で
は
、
公
共
施
設
を
周
辺
地

域
に
配
置
し
て
対
策
を
講
じ
た
。
そ
れ
が
行

政
へ
の
信
頼
と
な
り
、
協
働
の
町
づ
く
り
と

な
っ
た
。
参
考
に
す
る
べ
き
。

町
長　

住
民
意
見
を
聞
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。

町
長　

公
営
企
業
法
で
、
で
き
か
ね
る
。

問　

法
律
で
は
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
補
助
金

の
繰
入
は
で
き
る
と
あ
る
。

上
下
水
課
長　

約
束
を
結
ん
だ
繰
入
は
で
き

る
。

来
年
の
財
政
は
示
せ
な
い

問　

3
年
間
の
実
施
計
画
に
は
、
今
年
の
予

算
し
か
書
い
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

町
長　

役
所
内
部
で
は
把
握
を
し
て
い
る

が
、
議
会
に
出
す
に
は
困
難
が
あ
る
。

問　

議
員
が
同
じ
内
容
を
知
っ
た
う
え
で
審

議
す
る
こ
と
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

質
問
が
あ
れ
ば
、
答
え
ら
れ
る
が
、

実
施
計
画
に
書
き
込
む
の
は
、
議
会
軽
視
に

な
る
。

問　

コ
メ
な
ど
物
価
の
高
騰
と
ト
ラ
ン
プ
関

税
で
の
経
済
悪
化
の
不
安
の
な
か
で
、
経
済

対
策
と
く
ら
し
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
が
、

全
町
民
の
く
ら
し
の
支
援
策
が
な
い
。

　

支
援
策
と
し
て
、
10
月
か
ら
の
水
道
料
金

の
引
上
げ
を
延
期
す
べ
き
で
は
。

町
長　

現
金
預
金
4
億
円
の
維
持
が
厳
し
い

の
で
で
き
な
い
。

問　

値
上
げ
は
行
っ
て
も
、
値
上
げ
分
を
一

般
会
計
か
ら
補
助
し
て
、
実
質
的
に
値
上
げ

を
回
避
す
べ
き
で
は
。

町
長　

他
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
の
で
、
一

つ
の
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
、
水
道
料
金
を
さ
ら
に

20
％
値
上
げ
が
必
要
に
な
る
。
耐
震
化
な
ど

の
施
設
整
備
は
、
一
般
会
計
で
行
い
、
水
道

会
計
の
負
担
を
減
ら
す
べ
き
だ
。

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情
報
が
多
く
あ

る
一
方
、
暴
力
的
な
表
現
な
ど
悪
影
響
を
及

ぼ
す
不
適
切
な
情
報
も
、
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
、
情
報
モ
ラ
ル
の
向
上

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
課
金
ト

ラ
ブ
ル
や
、
人
権
侵
害
と
い
っ
た
具
体
的
な

事
案
も
発
生
し
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く

は
家
庭
内
で
起
こ
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
、

学
校
と
家
庭
が
、
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
。
保
護
者
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
促
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
へ
の
啓
発
を
目

的
と
し
た
研
修
会
も
各
校
で
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推

進
に
あ
た
り
、
警
察
や
専
門
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
実
効
性
の
高
い
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問　

今
後
は
さ
ら
に
情
報
化
社
会
が
進
ん
で

い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
情

報
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
他
の
自
治

体
で
は
対
処
法
や
相
談
先
を
ま
と
め
、
公
開

し
て
い
る
。
当
町
も
そ
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

基
本
は
学
校
に
相
談
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
情
報
化
社
会
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

マ
ー
ズ
ラ
イ
ス
が
ほ
ぼ
利
益
を
取
ら
な
い
こ

と
で
安
価
に
給
食
米
と
し
て
供
給
で
き
て
い

る
。

問　

献
立
を
見
て
も
ご
飯
と
し
か
記
載
が
な

い
。保
護
者
に
聞
い
て
も
知
ら
な
い
と
聞
く
。

食
育
の
観
点
か
ら
も
も
っ
と
周
知
す
べ
き
で

は
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
便
り
な
ど

で
、
一
定
子
ど
も
た
ち
に
理
解
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
豆
っ
こ
米
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
育
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
周
知

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

物
価
高
騰
が
続
き
、
お
米
の
価
格
高
騰

の
昨
今
、
給
食
費
を
値
上
げ
し
な
い
た
め
に

町
が
補
助
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
い
く
ら
か

か
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

令
和
6
年
度
で
約
1
千
万
円
程
度

補
助
し
て
い
る
。

問　

当
町
の
給
食
は
平
成
19
年
か
ら
京
の
豆

っ
こ
米
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
市
販
の
価
格

だ
と
豆
っ
こ
米
の
方
が
高
く
販
売
さ
れ
て
い

る
が
、
別
の
お
米
を
使
用
す
れ
ば
給
食
費
の

抑
制
に
な
ら
な
い
の
か
。

教
育
長　

地
元
産
の
貴
重
な
産
品
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
は
必
要
。

農
環
課
長　

町
、
教
育
委
員
会
、Ｊ
Ａ
京
都
、

加
悦
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ラ
イ
ス
の
4
者
で
給
食

米
供
給
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
基

づ
き
豆
っ
こ
米
を
使
用
し
て
い
る
。
フ
ァ
ー

野村生八　議員
のむらしょうはち

永島洋視　議員
ながしま ひろみ

山﨑政史　議員
やまざきまさふみ

スマートフォン

細井和喜蔵顕彰碑（加悦奥）

豆っこ米の給食（町提供写真）

男山浄水場

今井浩介　議員
いまい こうすけ

提
案
と
し
て
受
け
止
め
る

A 水
道
料
金
の
引
下
げ
で
く
ら
し
の
支
援
を

Q

実
状
を
確
認
し
て
対
応
す
る

A 細
井
和
喜
蔵
文
学
碑
設
置
に
町
の
支
援
を

Q問

問問町
長

問町
長

町
長

町
長

問問 町
長

協
定
に
基
づ
い
て
豆
っ
こ
米
を
使
用
し
て
い
る

A 給
食
米
は
豆
っ
こ
米
以
外
使
え
な
い
の
か

Q問

問問 町
長

町
長

問町
長

問町
長

問町
長

地
域
ぐ
る
み
の
教
育
環
境
づ
く
り
の
深
化

A 情
報
モ
ラ
ル
の
向
上
を

Q問

問教
育
長

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

農
環
課
長

上
下
水
課
長

一般質問　町政の在り方を問う 一般質問　町政の在り方を問う

9 8※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

本
町
の
消
防
団
員
も
年
々
減
少
し
て
い

る
。
令
和
6
年
度
は
消
防
団
員
数
、
３
０
０

人
。
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

消
防
団
員
の
条
例
定
数
を
３
５
０
名

と
定
め
て
い
る
。

　

消
防
団
を
あ
げ
て
、
新
入
団
員
の
加
入
促

進
や
消
防
防
災
フ
ェ
ア
な
ど
の
事
業
を
通
じ

て
、
消
防
団
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問　

消
防
団
応
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

問
う
。

町
長　

平
成
28
年
か
ら
消
防
団
員
処
遇
改
善

事
業
と
し
て
、
与
謝
野
町
消
防
団
に
所
属
す

る
団
員
と
、
そ
の
家
族
が
割
引
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
事
業
を
町
内
の
事
業
所
協
力
の

も
と
行
っ
て
い
る
。

問　

消
防
団
の
訓
練
の
現
状
と
課
題
に
対
す

る
打
開
策
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
消
火

活
動
に
従
事
し
て
い
る
消
防
団
の
方
々
と
意

見
交
換
を
定
期
的
行
っ
て
い
る
。
消
防
力
の

強
化
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
共

通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
当
町
と

し
て
は
、
現
場
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

女
性
消
防
団
員
の
主
な
任
務
と
消
火
活

動
。
そ
し
て
、現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

7
名
の
女
性
消
防
団
員
は
Ｆ
Ｍ
告
知

放
送
を
活
用
し
、
火
災
予
防
広
報
活
動
、
消

防
防
災
フ
ェ
ア
、
出
前
講
座
で
の
火
災
予
防

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　

連
日
、
凶
悪
事
件
が
起
き
「
無
差
別
殺

人
」
は
10
年
間
で
突
出
だ
。
子
ど
も
の
安
全

確
保
は
重
要
で
最
優
先
課
題
だ
が
学
校
で
の

安
全
対
策
は
。

教
育
長　

安
心
・
安
全
な
学
校
を
目
指
し
、

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
。
家
庭
・
地

域
ま
た
関
係
機
関
が
連
携
し
安
全
対
策
に
取

り
組
む
。

問　

子
ど
も
が
認
識
す
る
「
不
審
者
」
と
は
、

若
干
の
違
い
が
あ
る
が
見
解
は
。
ま
た
、
不

審
者
対
応
訓
練
の
状
況
は
。

教
育
長　

見
か
け
な
い
人
、
知
ら
な
い
人
は

不
審
者
と
判
断
す
る
こ
と
が
正
し
い
。
不
審

者
対
応
訓
練
を
実
施
、
生
徒
や
教
職
員
の
対

応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問　

無
差
別
事
件
も
「
低
年
齢
化
」
し
、
理

不
尽
で
身
勝
手
な
事
件
は
、
自
分
が
上
手
く

い
か
な
い
こ
と
を
責
任
転
嫁
す
る
「
他
責
的

傾
向
」
が
増
え
て
い
る
。
自
他
の
命
を
尊
重

し
防
犯
教
育
が
最
も
重
要
だ
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
だ
け
で
な

く
加
害
者
に
な
ら
な
い
教
育
も
重
要
だ
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
以
前
よ
り
助
成
等
も
踏
ま
え
訴
え
て
き

た
。
本
年
4
月
か
ら「
予
防
接
種
法
」に
基
づ

く
定
期
接
種
と
な
り
評
価
で
き
る
。し
か
し
、

公
費
助
成
の
対
象
年
齢
は
65
歳
以
上
で
5
年

齢
ご
と
だ
。
接
種
機
会
の
公
平
性
か
ら
考
え

て
65
歳
以
上
す
べ
て
の
年
齢
に
引
き
上
げ
る

べ
き
で
、
国
に
も
し
っ
か
り
要
望
す
べ
き
。

町
長　

改
善
点
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
ら
い
要

望
を
重
ね
る
。

問　

町
の
人
口
問
題
は
毎
年
3
百
人
余
の
減

員
で
あ
り
、
新
規
産
業
の
導
入
は
短
期
間
で

は
無
理
で
あ
る
。
外
資
の
導
入
と
い
え
ば
、

観
光
事
業
で
周
辺
の
市
町
と
の
関
連
が
良

く
、入
込
客
数
向
上
に
向
け
た
取
組
が
必
要
。

宮
津
市
で
は
、
国
、
府
道
の
市
町
と
の
境
界

線
に
石
の
輪
の
「
天
橋
立
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
立
て
、「
よ
う
こ
そ
宮
津
市
へ
」
の
案
内

板
が
各
所
に
立
っ
て
い
る
。
与
謝
野
町
も
最

近
与
謝
天
橋
立
イ
ン
タ
ー
近
く
に
「
一
字
観

公
園
」「
ち
り
め
ん
回
廊
」の
案
内
板
が
で
き
、

観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

国
、
府
道
併
せ
て
「
こ
こ
か
ら
与
謝
野
町
」

と
、
町
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
多
く
の
案
内
板
を

立
て
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
計
画
は
。

町
長　

町
で
は
人
口
減
が
続
く
な
か
、
地
域

の
賑
わ
い
と
、
活
力
創
出
の
た
め
、
昨
年
策

定
の
「
ち
り
め
ん
街
道
滞
在
交
流
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
誘
客
に
向

け
た
環
境
整
備
、
情
報
発
信
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。

問　

私
も
先
日
、
伊
根
の
道
の
駅
、
舟
屋
の

里
公
園
へ
行
っ
た
。
広
い
舟
屋
の
里
の
駐
車

場
が
乗
用
車
、
観
光
バ
ス
で
満
車
で
あ
り
、

多
く
は
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
与
謝
野
町
を
通
過
し
て
来
た
車
と

思
う
が
対
策
は
。

町
長　

当
町
で
は
、
農
家
・
織
物
業
な
ど
製

造
者
へ
の
拠
点
づ
く
り
を
整
備
し
て
、
販
路

拡
大
を
行
う
。
与
謝
野
駅
を
発
信
拠
点
と
し

て
、
開
発
を
考
え
る
。

問　

合
併
に
よ
る
行
政
効
率
化
の
強
化
、
広

域
連
携
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
化
の
総
括
が

必
要
。

町
長　

合
併
特
例
債
等
を
活
用
し
た
大
規
模

事
業
へ
の
対
応
力
が
向
上
し
た
。
現
在
で
も

旧
町
単
位
の
意
識
や
利
害
が
残
っ
て
お
り
、

地
域
間
の
一
体
感
の
不
足
な
ど
に
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
平
成
大
合
併
」
20
年
特
集
記
事
が
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
注
目
は
、「『
合
併
し
て

よ
か
っ
た
』と
い
う
話
は
、ほ
ぼ
聞
か
な
か
っ

た
」
の
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
ど

う
反
論
す
る
の
か
。

町
長　

施
策
の
合
意
形
成
に
時
間
を
要
し

た
。
町
の
真
の
一
体
感
に
向
け
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上
や
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
社

会
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
を

問　

近
隣
の
自
治
体
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
、公
平
・

公
正
な
行
政
を
行
う
た
め
に
も
条
例
制
定
が

急
が
れ
る
が
。

町
長　

令
和
2
年
に
制
定
し
た
職
員
の
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
に
関
す
る
要
綱
に
基
づ
き
パ
ワ
ハ

ラ
の
防
止
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

問　

パ
ワ
ハ
ラ
は
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け

る
、
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
行
為
。
町
の
実

態
把
握
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長　

全
職
員
を
対
象
に
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

安達種雄　議員
あだち たねお

和田裕之　議員
わ　だ ひろゆき

河邉新太郎　議員
かわべ しんたろう

杉上忠義　議員
すぎがみただよし

ハラスメント研修

与謝天橋立インター下

下校風景

消防団町長査閲

消
防
防
災
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る

A 消
防
団
員
確
保
の
取
組
は

Q問問町
長

町
長

問

問 町
長

町
長

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
日
常
体
系
的
な
安
全
対
策

A 子
ど
も
の
安
全
確
保
は
重
要
で
最
優
先
だ

Q問

問町
長

効
果
的
で
持
続
可
能
な
情
報
発
信
に
取
り
組
む

A 町
の
活
性
化
の
観
光
問
題
に
つ
い
て

Q問町
長

町
長

問

広
域
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
展
開
で
き
た

A 合
併
20
年
の
総
括
と
未
来
戦
略
を

Q問問 町
長

町
長

町
長

町
長

問問

教
育
長

問問 教
育
長

教
育
長

一般質問　町政の在り方を問う 一般質問　町政の在り方を問う

11 10※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。



○いつ選挙はあるの
　　選挙は来春4月に行われます。選挙期間は火曜日告示、土曜日までの5日間です。日曜日
が投票日です。
○どのくらい費用がかかるの
　　前回から町会議員選挙も公営制度になりました。選挙活動に必要なポスターやビラ、選挙
運動自動車に係る費用の一部を公費で負担してもらえます。お金のかからない選挙、候補者
の負担を減らし立候補しやすくするために設けられました。ほとんどお金をかけずに選挙を
することもできます。
　　ただし供託金と同じく、一定数以上の票が確保できなければ、公費負担はしてもらえません。
○議員になれば、どれぐらい時間が必要か
　　3月、6月、9月、12月は定例議会があり、その月は議会に出席しなければなりません。そ
の他に、各委員会に出席したり、町民の声を聞いたり、調査研究をする時間、いわゆる議員
活動をおこなう時間も必要になります。
○生活できる報酬はあるの
　　与謝野町の議員報酬は月額25万円、賞与を含めて年約400万円です。議員のみの人は、国
民健康保険や国民年金に加入します。任期は4年間です。

　与謝野町議会には女性議員がいません。議員になってみようかなと思える条件整
備や、町民の皆さんの意見が議会に十分反映される方法等、議会改革の検討事項に
したいとの特集です。

　住みよい町にするために、多くの方に議会に関心をもっていただきたい。もし「議員になって
ほしい」と言われたらどうするか。議会広報常任委員が、町の声を取材しました。今回と次回の
2回に分けて、その声を掲載します。

（石川区　40代・男性）
議員に興味はありますが、あまりに
も報酬が少なすぎます。何か他に所
得がないと、生活ができません。

（三河内区　40代・男性）
自営業とか時間を自由に使える人しか議員
はできない。報酬も低いので若い人はなり
たいと思わない。結局年配ばかりになる。

（明石区　40代・女性）
子育てしながらパートで議員はでき
ない。魅力も感じないし、おじいさ
んたちと仕事するのも嫌です。

（幾地区　50代・男性）
議会議員に出る気持ちはありません。家業が
多忙で、出る気になれない。
議員の手当を上げてでも、議員の数を減らす
べきだ。町の人口も大きく減ってきている。

（金屋区　40代・男性）
議員に出るとなると、今の仕事を止めな
ければならない。子どもの学費等負担が
大きく、出ることはリスクが高い。収入
が安定している今の仕事を選択する。

（岩屋区　70代・女性）
最近70歳になり、年齢的にも厳しい。
出ません。議員になると、大変幅広く
勉強しなければならない。この歳にな
ると、家庭で主婦の仕事が多く、とて
も議員活動まで手が回らないです。

（四辻区　40代・女性）
女性が議員になる大変さを知っているので、なり
たくない。仕事を辞めて議員になって、良くなれ
ばいいが、落ちた時にくらしの補償がない。今の
生活を考えて、そこまで自己犠牲はできない。

《町民の声》・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特集

あ
な
た
も
ぜ
ひ
挑
戦
を
！

「
町
の
た
め
に
自
分
の
力
を
生
か
し
た
い
」

「
同
年
代
の
人
の
声
を
町
政
に
届
け
た
い
」

こ
ん
な
思
い
が
あ
れ
ば
、
町
会
議
員
選
挙
に
挑
戦

で
き
ま
す
。

熱意と
やる気

与
謝
野
町
内
に
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
住
所
が
あ

り
、投
票
日
に
25
歳
に
な
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
立
候
補
で
き
ま
す
。

投票日に
満25歳

立
候
補
す
る
に
は
、
法
務
局
に
供
託
金
15
万
円
を

預
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
定
得
票
（
前
回
は
約
66
票
）
を
満
た
せ
ば
返
却

さ
れ
ま
す
。

供託金
15万円

議員になりませんか

立候補のための豆知識

2313 12
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フラフ

地域を元気にする取組

　今年は、9月13日（土）午後3時から午
後8時頃までの予定で開催されます。場所
は、与謝野町岩滝、西光寺の境内です。出演
者は地元で音楽を楽しむ演奏家が中心ですが、
京都市内からプロ級のジャズ演奏家の出演もあり
ます。過去には、高校生グループのフレッシュで
楽しいにぎわいもありました。第1回は平成23年
に開催し、コロナ禍の4年間は休止を余儀なくされ
ましたが、今回で11回目を迎えることになりました。
住職の「気軽に来ていただけるお寺にしたい」との
思いからお月見ライブを始めました。西光寺檀家有
志（二三会）が支えてきましたが、会員の高齢化と
減少により、近年はキッチンカーなどの協力を得て
準備をしています。多くの皆様に、満月の夜のひと
時を音楽でリフレッシュしていただき、心の安ら
ぎを感じて頂ければ幸いです。
　ご先祖様とのつながりは、私たち自身のルーツ
を認識し、未来へと繋いでいくための大切な
心の拠り所となるものです。ご先祖様へ
の感謝の気持ちを忘れないようにし
たいものです。

西光寺 お月見ライブ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

与謝野町石川5830-6番地
TEL　0772-45-1839
定休日　毎週火曜日・水曜日
営業時間　11：30～16：00頃
　　　　ランチ・喫茶として営業しています。

　令和6年7月6日、NPO法人たんぽぽとの共同
事業として設立されました。
　元ひきこもりの若者が調理や接客を担うカフェ
として、シンプルな作業と短時間勤務で働きやす
い環境を整え、本格的な社会復帰をめざす人た
ちを支援することを目的として設立されま
した。
　3人の従業員も毎日いきいきと
働いておられます。

フラフ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

西光寺お月見ライブ


